
電離圏宇宙天気WDCの
データアーカイブにおける

現状と課題

情報通信研究機構

石井 守・津川卓也・加藤久雄・

田 光江・久保勇樹・国武 学・長妻 努



NICT宇宙環境における
最近のデータをめぐる動向

1. WDSの改組を機に、これまで電離圏データのみを
扱ってきたWDCを宇宙天気情報全般に拡大⇒公開
するデータの整理が必要

2. 平磯太陽観測データの整理・デジタル化
3. 南極観測データのデジタルアーカイブ公開の必要性
4. DOI付与に関する検討⇒能勢氏講演

5. 宇宙環境インフォマティクス研究室管理Webの整理；
あまりの野放図さに職員でも迷子になる！

6. 宇宙環境のみならず、電磁波計測研究所全体の
データアーカイブ整備の必要性が議論されている



電離圏データ（フィルム）およびリオ
メータデータ（記録紙）のデジタル化

Digitization of ionospheric film image and riometer data image on chart 
paper 



これまでの経緯

• WDC for Ionosphereのデータ保存：35㎜フィルムの
劣化によるデータの損失・悪臭

• 平成19‐20年：国内4観測所および南極のデータに
ついてイオノグラムのデジタル化

• WDCとしてデータ交換により保存する外国データに
ついて未対応（およそ952万コマ）

• コスト：

– 平成19‐20年：1億円

– 今回見積：2億円



国内・南極イオノグラムデータ
デジタル化の現状

• 2007‐2008年のデジタル化事業で国内・南極イオノグラムデータはデジタル化完了
• 但し、過去のデジタル化は2値化のために微妙なニュアンスが失われており、手動

読み取りに不適。2013‐14年度の作業で再度256階調でやり直す予定。
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問題点

• 時間分解能15分×50年分×13か国＝!!!
• 後から読み取り可能な質の確保：2値化では
不可

• 一コマのサイズが不定：自動送り不可

• 人海戦術…：10人×3年（平成19‐20年）

• コマ抜け発生が不可避



リボンスキャニング

• 一コマ一コマを独立し
た画像としてデジタル
化するのではなく、
フィルムロール1本を1
画像として保存する。

• Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ：
http://d.hatena.ne.jp/
denshikA/20100517/1
274055193



リボンスキャンニングの利点

• 網羅性
– コマ抜けを後から発見するのは非常に困難
– 発見したとしても修復は非常に手間
– リボンスキャニングではコマ抜け発生せず

• スキャン速度の飛躍的向上：スキャナーのマルチタスクの軽減
– 従来

1. スキャンをしながら、
2. コマの自動検出をして、
3. コマを切り取って、
4. それぞれのコマをJPEG圧縮などして、
5. 保存していく

– リボンスキャンニング
1. スキャンをしながら、
2. 保存していく

時間・人件費の飛躍的軽減



今回の作業をリボンスキャンニングで行うと

経費：

1. イオノグラム１コマを正しく１ファイルに切り出し、タイムスタンプ情
報を付加した場合

９２５万コマ換算：約２億円

2. 同数コマ相当を長尺スキャン（タイムスタンプ情報なし）

約４０００万円

時間：

1. 前回：10人×3年
2. 数か月？

問題点：

日本では対応する業者がまだ少ない様子：リボンスキャンニングを知
らない業者もある



一方紙媒体では…
長尺チャート紙のスキャンニングと数値読み取り

• 南極定常観測リオメータ
データのデジタル化：長尺
記録紙

• 連続スキャン：記録紙の紙
送り時に蛇行が避けられず
対応不可⇒大判（A0）フラッ
トスキャナーによる画像デジ
タル化

• デジタル画像からプロット曲
線の数値化：輪郭抽出によ
り可能となった（使用ソフト：
Kurabo Aupier‐GigaLay)



平磯観測データの保存に向けた
取り組み

Activities for archiving observation data at Hiraiso



平磯観測施設のデータ

• 観測データ
– 太陽観測：1915年（大正

4年）開始。どこまで過去
のデータが残されている
かは現在調査中

– どのデータを残し、どの
データは不要とするか
の検討を進めている

• 史料
– 写真、歴史的図書等
– 平磯100周年（2015年1

月）に向けて整理作業を
開始

– 第1歩として写真のデジ
タル化を進めている



課題

The issues to be solved



保存と利用

• データ保存の課題
– デジタル化：

• リソースとの兼ね合いをどうつけるか？

– データ保存ポリシーの明確化
• コストパフォーマンス：使われないデータは廃棄？

• データ利用の課題
– 利用の拡大に向けて

• 利用ポリシーの明確化と柔軟化

• すそ野を広げる：オープンサイエンス・ゲーミフィケー
ション等市民参加型の仕組みの構築？







まとめ

• アナログデータの保存はリソースとの兼ね合
い。安価に高品質で保存する試みとしてリボ
ンスキャンニングは一つの方策。しかし紙媒
体には現状でも難ありなど課題もある。

• 現実解として、存在するアナログデータすべ
てを残すことは不可能。どこかでの線引きが
必要。

• 物量作戦に陥らない解決法はないか？：市民
参加型の試み？


